
立花高等学校通信 

パイルアップ  

第 10 号 

平成 29 年 6 月 8 日 

文責 校長 

 

 

 連絡事項 

【来週の予定】                  

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

12 日（月） 全学年 月① 月② 月③ 月④ 月⑤ 月⑥ 月⑦ 

13日（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

14日（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

15日（木） 全学年 前期考査 

16日（金） 全学年 前期考査 

 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

12日（月） 13日（火） 14日（水） 15日（木） 16日（金） 

ハンバーグ 

カレー 

サバ竜田揚げ 

大根おろしソース 
鶏唐揚げ 塩サバ ブリ煮つけ 

 

 

※今週の わたなべあけみ さん 

 

～大人から子どもへ、もっと使って良い言葉だと思っています～ 

わさび 

 亡き母が、晩年「まぐろ」が大好きでした。亡くなる２か月くらい前だった

でしょうか、既に固形物を食べられなくなっていた母が、刺身が食べたいと言

ったのです。ダメもとで看護婦さんに食べさせて良いか聞いたところ、当然な

がら×。入院患者に外部から生物を持ち込むなど言語道断です。 

 

 なので、こっそり食べさせました（汗）。その時に母が「わさびがない」と不

満をもらしたのですが、隠れて食べている病室で、わさびを買いに出る余裕な

どなくそのまま我慢して食べてもらいました。結局それが、母が生涯最後に食

べた固形物となりました。今思えば、何が何でもわさびを買ってくるべきでし

た。最後の最後で優しさをかけれなかった後悔は一生消えません。 

 

わさびの威力絶大ですよね。小さいうちはとても食べれた代物ではありませ

んでしたが、わさびにかぎらず、しょうが、からし、もみじおろし等々、主役

を引き立てる名わき役の存在感は本当に見事です。あるのとないのじゃ大違い。

なのに、不思議とわさびだけを食べたりすることは、少なくとも私の食文化に

はありません（わさびだけを好んで食べる人と過去に一人だけ出会ったことが

あります）。誰かと組んで活躍できる存在なのですよね。 

 

主役を引き立てる名わき役、と言いつつ、お刺身をわさびが引き立てるだけ

でなく、わさびの圧倒的存在感をお刺身が生かしてくれているとも言えます。

つまり、どちらも主役でいいのかも。誰かの存在は、一人でもとても尊いもの

です。更に違う誰かと共にあるだけで、お互いを磨きあい輝きあうこともでき

るのです。自分の存在も「誰か」の存在も、本当に尊いのです。 


